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「
生
命
保
険
給
付

「
生
命
保
険
給
付

金
支
払
い
プ
ラ
ッ

金
支
払
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」の

ト
フ
ォ
ー
ム
」の

誕
生
の
経
緯

誕
生
の
経
緯

　
診
療
明
細
書
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ

Ｒ
を
利
用
で
き
る
生
命
保
険

給
付
金
支
払
い
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
は
、
24
年
３
月
時
点

に
て
、
導
入
企
業
は
４
社

（
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
は
別
途
３

社
導
入
あ
り
）
と
な
り
、
現

在
も
多
く
の
保
険
会
社
よ
り

引
き
合
い
が
あ
る
。
こ
の
構

想
が
実
現
す
る
ま
で
に
は
、

多
く
の
保
険
会
社
・
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
の
出
会
い
の
重

な
り
が
あ
り
、
そ
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
生
命
の
金

子
執
行
役
員
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
兼
情

報
シ
ス
テ
ム
本
部
長
よ
り

「
診
療
明
細
書
の
よ
う
な
各

社
共
通
で
利
用
で
き
る
帳
票

の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
は
、
非
競
争
領
域

と
し
て
各
社
共
通
で
検
討
す

る
価
値
が
十
分
に
あ
る
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
エ
コ
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
構
想
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
金
子
氏
よ
り
複
数

の
保
険
会
社
の
Ｉ
Ｔ
部
門
の

ト
ッ
プ
が
集
ま
る
ア
シ
ス
ト

社
主
催
の
勉
強
会
に
招
待
さ

れ
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
ア

シ
ス
ト
社
の
根
津
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ト
よ
り
勉

強
会
の
趣
旨
、
各
社
・
ア
シ

ス
ト
社
の
熱
い
想
い
を
お
聞

き
し
、
こ
の
構
想
の
実
現
が

現
実
味
を
帯
び
た
。
ま
た
こ

の
勉
強
会
に
参
加
さ
れ
て
い

る
メ
デ
ィ
ケ
ア
生
命
の
奥
村

常
務
執
行
役
員
か
ら
「
給
付

金
支
払
部
門
の
業
務
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
て
活
用
方
法
を
検

討
し
よ
う
」
と
業
界
課
題
解

決
の
意
気
込
み
が
語
ら
れ
、

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
価
値
を

大
き
く
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。

　
こ
う
し
た
出
会
い
に
よ
っ

て
、
21
年
11
月
に
「
生
命
保

険
給
付
金
支
払
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
が
ロ
ー
ン
チ
さ

れ
る
に
至
っ
た
。
ロ
ー
ン
チ

後
に
導
入
保
険
会
社
か
ら
伺

っ
た
「
生
命
保
険
給
付
金
支

払
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
価
値
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
た
秘
訣
を
も
と
に
給
付
金

支
払
査
定
業
務
へ
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
適
用
に
お
け
る
成

功
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お

伝
え
す
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
る
保
険
業
界
の

よ
る
保
険
業
界
の

試
練
試
練

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
大
流
行
は
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
面
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
特

に
生
命
保
険
業
界
は
大
き
な

課
題
に
直
面
し
た
。
感
染
症

の
広
が
り
と
と
も
に
、
生
命

保
険
の
保
険
金
・
給
付
金
請

求
件
数
が
激
増
し
た
。
こ
の

急
激
な
増
加
は
、
保
険
会
社

に
予
期
せ
ぬ
負
担
を
強
い
る

こ
と
と
な
り
、
既
存
の
保
険

金
・
給
付
金
支
払
プ
ロ
セ
ス

の
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
性

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　
従
来
の
保
険
金
・
給
付
金

支
払
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
請
求

に
際
し
て
提
出
さ
れ
る
書
類

を
人
の
手
に
よ
っ
て
一
つ
一

つ
確
認
し
、
デ
ー
タ
入
力
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
が
、
こ

の
プ
ロ
セ
ス
は
非
常
に
時
間

が
か
か
る
。
さ
ら
に
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
流

行
に
よ
っ
て
保
険
金
請
求
が

急
増
し
た
こ
と
で
、
処
理
遅

延
が
発
生
し
、
査
定
部
門
以

外
の
部
門
へ
も
協
力
を
要
請

す
る
が
、
そ
れ
で
も
顧
客
か

ら
の
不
満
が
増
加
す
る
と
い

う
事
態
に
至
っ

た
と
聞
い
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、
保

険
金
給
付
金
支

払
査
定
業
務
の

急
速
な
改
革
が

求
め
ら
れ
、
多

く
の
保
険
会
社

が
目
を
向
け
た

の
が
、
Ａ
Ｉ
の

導
入
で
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
る
保
険
金
・
給

よ
る
保
険
金
・
給

付
金
支
払
プ
ロ
セ

付
金
支
払
プ
ロ
セ

ス
の
変
革

ス
の
変
革

　
保
険
業
界
は
、
Ａ
Ｉ
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
、
保
険
金
・
給
付
金
支
払

プ
ロ
セ
ス
へ
の
変
革
に
挑
戦

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
技
術

は
、
処
理
の
迅
速
化
、
正
確

性
の
向
上
、
そ
し
て
顧
客
満

足
度
の
向
上
と
い
う
形
で
、

業
界
に
新
た
な
光
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

　
当
社
へ
も
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ

の
活
用
の
相
談
・
Ｒ
Ｆ
Ｐ

（
提
案
依
頼
書
）
へ
の
参
加

打
診
が
相
次
い
で
い
る
。
Ａ

Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
技
術
を
活
用
し

た
支
払
査
定
の
自
動
化
シ
ス

テ
ム
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、

提
出
さ
れ
た
書
類
の
内
容
を

Ａ
Ｉ
が
自
動
で
読
み
取
り
、

デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

手
作
業
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力

作
業
を
大
幅
に
減
少
す
る
こ

と
が
可
能
だ
と
い
う
期
待
の

表
れ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
技
術
の
革
新

は
、
保
険
業
界
に
お
け
る
顧

客
体
験
の
改
善
に
大
き
く
寄

与
し
、
迅
速
か
つ
正
確
な
支

払
プ
ロ
セ
ス
は
、
顧
客
満
足

度
の
向
上
に
直
結
し
、
業
界

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
が
期

待
で
き
る
。

技
術
の
限
界
と
人

技
術
の
限
界
と
人

間
の
役
割
の
再
定

間
の
役
割
の
再
定

義義　
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
生
命
保
険
業
界
に
お
け

る
保
険
金
・
給
付
金
支
払
プ

ロ
セ
ス
の
革
新
に
大
き
く
貢

献
す
る
が
、
そ
の
能
力
に
は

限
界
が
存
在
す
る
。

　
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ

は
、
診
療
明
細
書
や
領
収
書

な
ど
の
書
類
を
自
動
で
読
み

取
り
、
紙
媒
体
の
文
字
を
デ

ー
タ
化
す
る
こ
と
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ

て
の
状
況
に
お
い
て
完
璧
な

処
理
が
可
能
で
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
と
同

様
に
誤
読
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
診
療
明
細
書
の

手
術
名
称
や
薬
剤
の
名
称
で

あ
っ
て
も
医
療
機
関
に
よ
っ

て
は
異
な
る
名
称
で
記
載
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
、
文
字
を

た
だ
デ
ー
タ
化
す
る
だ
け
で

は
シ
ス
テ
ム
で
処
理
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
査
定
を

自
動
処
理
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
限
界
の
克
服
に

は
、
「
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
や
Ｂ

Ｒ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ル
ー
ル

管
理
シ
ス
テ
ム
）
等
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
査
定

プ
ロ
セ
ス
を
組
み
立
て
る
際

に
は
、
単
に
〝
完
全
自
動
査

定
〟
と
〝
人
的
査
定
〟
と
を

二
分
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
、
技
術
と
人
間
が
連
携
し

て
タ
ス
ク
を
遂
行
す
る
〝
半

自
動
化
〟
に
よ
る
効
率
化
の

効
果
も
踏
ま
え
て
プ
ロ
セ
ス

定
義
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
金
子
氏
は
語
っ
て

い
る
。

　
変
革
成
功
の
カ
ギ
と
な
る

現
状
の
支
払
プ
ロ
セ
ス
の
再

構
築
に
は
、
い
く
つ
か
の
考

慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
。
ま
ず
、
現
行
の
プ
ロ
セ

ス
の
課
題
を
詳
細
に
分
析

し
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
導
入
す
る

こ
と
で
最
大
の
効
果
を
発
揮

で
き
る
領
域
を
特
定
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
次
に
、

導
入
す
る
Ａ
Ｉ
技
術
の
種
類

と
そ
の
特
性
を
理
解
し
、
業

務
に
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
選
択
す
る
。
人
間
は
Ａ

Ｉ
が
苦
手
と
す
る
複
雑
な
判

断
や
例
外
処
理
を
担
当
す
る

と
い
う
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
間

の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
全
体

の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
保
険
金
・
給
付

金
支
払
プ
ロ
セ
ス
再
構
築
の

成
功
に
は
、
継
続
的
な
改
善

と
評
価
が
欠
か
せ
な
い
。
Ａ

Ｉ
技
術
の
導
入
後
も
、
定
期

的
に
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
性
や

正
確
性
を
評
価
し
、
問
題
点

が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
迅

速
に
改
善
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。

　
な
お
当
社
の
「
生
命
保
険

給
付
金
支
払
い
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
は
、
エ
コ
シ
ス
テ

ム
的
に
複
数
の
保
険
会
社
様

で
ご
活
用
い
た
だ
き
、
プ
ロ

セ
ス
の
再
評
価
に
よ
り
検
知

し
た
問
題
点
に
対
す
る
改
善

策
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
導

入
企
業
間
で
共
有
し
あ
う
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い

る
。
奥
村
氏
は
「
次
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
し
て
さ
ら
な
る
自

動
査
定
率
の
向
上
を
目
指
し

て
い
る
」
と
語
っ
て
お
り
、

弊
社
も
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
Ａ
Ｉ

技
術
と
人
間
の
協
働
に
よ
る

プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
は
、
生

命
保
険
業
界
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
業
務
効

率
の
革
新
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

技
術
革
新
に
よ
る

技
術
革
新
に
よ
る

保
険
業
界
の
持
続

保
険
業
界
の
持
続

可
能
な
発
展
へ
の

可
能
な
発
展
へ
の

道道　
生
命
保
険
業
界
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
と
人
間
の
相
乗
効
果
を

活
用
し
た
技
術
革
新
は
、
顧

客
サ
ー
ビ
ス
に
革
命
的
な
変

化
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
Ａ

Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
な
ど
の
先
進
的

な
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と

で
、
保
険
金
・
給
付
金
査
定

の
処
理
速
度
が
飛
躍
的
に
向

上
し
た
。

　
未
来
に
向
け
て
、
デ
ー
タ

分
析
技
術
の
進
化
に
よ
り
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
リ
ス
ク
を

よ
り
詳
細
に
理
解
し
、
パ
ー

ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
保
険
商

品
の
提
供
を
推
し
進
め
る
に

は
、
そ
れ
に
伴
っ
て
複
雑
化

す
る
支
払
条
件
を
迅
速
か
つ

正
確
に
処
理
で
き
る
盤
石
な

支
払
基
盤
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
進
展
は
、
顧
客
に

と
っ
て
よ
り
魅
力
的
な
保
険

選
択
肢
を
提
供
し
、
同
時
に

保
険
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
革
新
す
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
進
歩

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
技

術
だ
け
で
な
く
人
間
の
役
割

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｉ
技

術
は
あ
く
ま
で
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
そ
の
運
用
や
活
用
方
法

を
決
定
し
、
判
断
を
下
す
の

は
人
間
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
技
術

の
発
展
に
伴
い
、
人
間
な
ら

で
は
の
洞
察
力
や
感
性
、
倫

理
観
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
。
技
術
と
人
間
が

協
力
し
合
う
こ
と
で
、
生
命

保
険
業
界
は
持
続
可
能
な
発

展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
当
社
は
、
７
月
に
Ｉ
Ｔ
部

門
・
給
付
金
支
払
い
部
門
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予
定

し
て
い
る
。
引
き
続
き
「
保

険
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
理
解
」
×

「
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

を
強
み
と
し
て
多
く
の
保
険

会
社
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

業
界
の
発
展
の
可
能
性
を
追

求
し
て
い
き
た
い
｡

　【
畔
柳
主
税
（
あ
ぜ
や
な

ぎ
・
ち
か
ら
）
氏
の
プ
ロ
フ

ィ
ル
】

　
静
岡
県
富
士
市
生
ま
れ
・

東
工
大
卒
。
石
油
会
社
の
Ｉ

Ｔ
部
門
か
ら
２
０
０
８
年
よ

り
保
険
業
界
向
け
の
Ｉ
Ｔ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｄ
Ｘ
の
企

画
・
営
業
に
携
わ
る
。
持
ち

味
は
企
業
コ
ラ
ボ
。

�

　（
毎
月
第
４
水
曜
日
掲
載
）

（左から）IRRC小林氏、チューリッヒ生命の永井氏、金子氏、
メディケア生命の奥村氏、深野氏、IRRC畔柳氏

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
間
の
相
乗
効
果
で
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
向
上

　
今
回
は
、
保
険
金
給
付
金
支
払
査
定
業
務
へ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
適
用
に
お
け
る

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。
２
０
２
１
年
４
月
20
日
の
掲
載
で
「
生
命

保
険
給
付
金
支
払
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
紹
介
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立

ち
上
げ
時
に
、
保
険
会
社
か
ら
届
い
た
ラ
ン
ダ
ム
な
診
療
明
細
書
（
８
０
０
枚
以

上
）
の
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
読
み
取
り
検
証
・
改
善
案
で
活
躍
し
た
山
内
か
ら
レ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
う
。

AI-OCR活用から
生成AI(ChatGPT)との共生まで⑦

AI-OCRの読取検証で活躍した山内氏
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ア
イ
リ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）フ
ェ
ロ
ー

保
険
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｄ
Ｘ
担
当
　
畔
柳 

主
税

Ａ
Ｉ
と
人
間
の
共
創
に
よ
る

保
険
金
・
給
付
金
支
払
査
定
業
務
の
変
革


